
会　議　録 令和６年11月14日作成 令和10年３月末日廃棄

会議名 　京都府伏見警察署協議会（令和６年度第２回）　

開催日 　令和６年10月23日（水曜日）

時　間 　午後２時から午後３時25分までの間（85分）

場　所 　京都府伏見警察署　道場

 　奥田会長、黒川副会長、橋本委員、吉岡委員、寺内委員、川崎委員、森田委員 

 　吉川委員、田中委員、西田委員、佐藤委員 

出席者 　（欠席　内藤委員、廣瀬委員）　　　　　　　　　　　　　          計11人

  署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、刑事課長 

  交通課長、警備課長、広聴相談係長　　　　　　　　　　　　　　　　計10人

諮  問 　
改正道路交通法と自転車の安全な利用について 

 

事  項 　　

 １　会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　副会長 

 ２　署長挨拶 

 ３　協議 

   (1) 諮問事項説明 

 　　　改正道路交通法と自転車の安全な利用について～交通課長 

 　　ア　ＶＲゴーグルを活用した交通安全教室 

 　　イ　特定小型原動機付自転車（通称電動キックボード）の乗車体験 

 【委員】道路交通法が改正されることにより、自転車利用者として注意すべき点を

会　議 説明願いたい。 

内　容 【警察】本年11月１日施行となる道路交通法の主な改正点としては、自転車に関連

 し「酒気帯び運転」及び「ながら運転」に罰則が設けられた点であり、これ

 らの違反を繰り返した人には、自転車運転者講習の受講を命令できるように、

 道路交通法施行令も改正となるため、適切に運用し、自転車関連の交通事故

 の減少を図りたい。 

 【委員】ＶＲゴーグルを活用した交通安全教室の有効性を教示願いたい。また、こ

 れからの普及予想や展望についても説明願いたい。 

 【警察】ＶＲゴーグルを着けて交通環境を再現視聴するため、臨場感あるリアルな

 映像を見ることで、交通事故に遭いやすい高齢者や、今後、運転免許を取得

 する中学生及び高校生等に対して安全運転の重要性などを体験させる効果は



 十分認められ、これからの交通安全教室に有効と承知する。今後もＶＲゴー

 グルを活用した交通安全教室を通じて幅広い世代に正しい道路横断の知識を

 身に付けてもらい交通事故の減少につなげたい。 

 【委員】電動キックボード等の利便性は感じられるが、危険性などデメリットにつ

 いて説明願いたい。　　　 

 【警察】特定小型原動機付自転車に該当する電動キックボード等の普及に伴い、関

 連する交通事故の増加が認められる上、「何が交通違反になるのか分かりづら

 い。」等の声が聞かれるため、啓発チラシなどを活用して安全運行の周知をす

 すめ、交通事故の防止を図りたい。 

 【委員】家族には電動キックボード等の使用経験を持つ者がいるが、速度が速いた

 め高齢者の方は扱いが難しい面も感じた。「ヘルメットの着用が努力義務」と

 の説明を受け、驚いたが、危険回避のためにはどのような点に配意して使用

 すべきなのかを説明願いたい。 

 【警察】「急加速」や「急ブレーキ」など「急」が付く動作は行わないようにし、ヘ

 ルメットの着用は努力義務ではあるが、転倒時に頭部を負傷されると非常に

会　議 危険であり、ヘルメットの着用は励行していただきたい。 

内　容 　(2) その他 

 【委員】観光客が多いため、イベント時には自主警備として警備員を配置して交通

 事故などの防止を図っているが、イベントの開催日だけを歩行者専用道路と

 することが可能なのかを教示願いたい。 

 【警察】交通の危険性などがあれば、可能性としては困難ではないと承知する。 

 【委員】市民に各種犯罪発生情報などをタイムリーに伝えるメールなどの活用実態

 を教示願いたい。 

 【警察】京都府警察が運用する「防犯・犯罪情報メール」を活用して、子供及び女

 性を対象とした声掛け、つきまといなどの子供・女性安全情報や、特殊詐欺

 や悪質業者への注意を喚起する地域防犯情報、凶悪犯らの逃走事案発生情報

 などを提供している。京都府警察が主に企業、団体、グループ等の方に向け

 発信する「京すぐメール」でも、防犯情報を提供している。 

 ４　事務連絡 

 　　令和６年度第３回伏見警察署協議会の開催は、12月下旬に実施予定である。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

 

 

 

 

 

 

 



第２回京都府伏見警察署協議会の開催状況 

 

 

 

 

 


